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1966年 エルサ レムに滞在 中入手 した,斯 界の権 威 クル ト・ザ クスに献 呈 され た,674頁

もあ るAlfredSendreyの 力作 よ りTHEB()OKOFPSALMSの 抄訳 を試 みた。

詩篇(ヘ ブル語 のSeferTebilliin,ギ リシヤ語 のPsalterion,ラ テ ン語 のPsalterium)

は五 つの 巻に分かれ た150の 叙情 詩で あ る。 ヘブル語 の表 題 は,神 を讃美す る内的 な面 を

意味 し,ギ リシヤ語 と ラテ ン語 の方 は,古 代 イス ラエルで伴 奏楽 器 と して用 い られ た絃 楽

器のサル トリーに合わせ て歌われ る讃歌 と して の外 的 な形 式を 示 して い る。詩 の各篇 の始

め には使用 され る楽 器や 演奏形態 が指示 されて い る。

その源 は原始的讃 歌で あ った と して も,イ ス ラエル 人 と神 との宗教 的結合 の強 さが 神 エ

ホバの慈愛 を高め る讃美 を詩 人に作 らせ た。最 初は感謝 の歌 ,祈 りと後悔 の歌等 が主 な 内

容 であ った。 これ らが後 に編 さん され た詩篇の基礎 とな った。 次に追加 され たのは偉大 な

国 家行 「拝の記録を 保持す る歴 史的 な叙 情詩で あ る。 この種の見 本は 詩篇 第30篇 で エルサ レ

ム神殿 の献 堂の 歌で あ り,詩 篇第137篇 はバ ビ ロン幽閉の苦 しみを描 いた もので あ る。 こ

の他 に,種 々の通 俗 歌,労 働歌,収 穫 歌,恋 歌や結婚 歌 もあった。通俗 な感謝 の歌 の例は

詩篇 第65篇 の10節 よ りZ4節,以 前は通俗 歌で あ った と考 え られ るものは詩篇第104篇 の13

節 よ り16節,第147篇 の7節 よ り9節 。 詩篇第18篇 は神 が ダビデを 敵の手 よ り救われ た時

に 神に捧 げた潜 美で あ る。 バ ビ ロンの悔 罪 の歌は 内容,形 式 ともに詩篇の編 さん に大 きな

力を 与え た もの と考 え られ る。詩 篇の形 式 に関 しては学者 間 に種 々の論争が あ るが,一 般

に一致 した意 見 はBC200年 頃 に決定 した とい う 事で あ る。詩篇 注釈者 の大部 分 は詩篇 の

起源 をBCll世 紀か10世 紀 に 置いてい る。 又,一 部分 はBC8世 紀 の ヒゼ キ ア王 の時 に加

え られた と し,第4巻 は多分バ ビ ロン幽因か,す ぐ後(BC6世 紀)に,又,残 部 は続 く

2,3世 紀 の間 に書 かれ た と考 えてい る。 この順 序が 古代 イス ラエルにお け る音楽文 化の

発達 と完全 に一致 して い る。

バ ビロン とイス ラエル との問 に形 式 ,国 語 と思 考の類 似点 のあ った事は見逃が す ことは

出来 ない。 しか し,両 者 の本質的 な相違 点は イス ラエルの高度 な宗教 道徳で あ る。

ヘブル の詩に影響 を与え た もの にエ ジプ トの文 化が あ る。 よ く知 られ て い る例の一 つに

BC1370～1358のAMENOPHIS-IV時 代 の ミ太 陽賛歌ミが あ る。 これが 詩篇第104篇 に及

ぼ した影響 な どが あ る。 この よ うな外来 の影響が あ った とはいえ,詩 篇 は ,全 体 と して,

ユ ダヤ人 の純 真な創 作で あ るとい う点 に学者 の意見 は一致 して い る。

詩 篇 の 表 題

詩篇 の大多数 は表題 の 中に作者 と考へ られ る人 の名を記 して い る。150篇 の 中,73篇 は
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ダビデ,12篇 は アサ フ,1工 篇 は コ ラの 」二供達,2篇 は ソ ロモ ン,残 余は モーゼ,ヘ マン,

エ タンの作で あ る。一 般 に詩 篇は ミダビデの詩篇ヤ と呼ばれ て い る。 ソロモ ン王が,彼 の

詩の才能 と聖 書の列王紀 上の4♂;鴇2節 に よ る彼の3,000の 箴 言と1,005の 歌 とを 考え る時,

詩篇 中に収録 され た彼 の作品 の少な いの は意 外で あ る。臆測 に よ ると,ソ ロモ ン王の治 世

以後 の騒 舌Lのため作 品の大 部分が 失われ た もの といわれ る。

コラの 」iと は レビ人の一 門で あ る。彼 等は ヘゼ キア王 の時 か らバ ビ ロン幽因 まで の問

(724--444BC)豊 富な文学 活動 を続 けた人達で あ る。 アサ フもコラと同 じよ うに レビの

一 門で あるが
,彼 らは数世紀 もの問 文学 活動 を続 けた。 これ らの51篇 はユ ダヤ教文学 では

築親 のな い詩篇
。 と呼ばれ て い る。詩篇 の表題 は,そ の起 源,性 格,目 的,と くに演 奏形

式を 示す 看要 な ものであ る。 一 つは起源 や性 格を 示 し,他 は,旋 律 や伴 奏楽 器を示す。 語

源学上 明 白な もの もあ るが,今 日も尚不 明確 な もの もあ る。詩 篇 は音楽 自身の魂か ら生れ

た もので,そ の音楽 的背 影のil'・.要さが 力説 され る。演 奏形 態を 示す 角度か らこの表 題語 を

検 討す る時,一 般 に考え られ て い る以上 に注 釈上役 、7:つこと とな る。

一 般 川 語

聖 詐の 正典 に は詩篇 に対 す る一般 的な指 示が ない。 ただ 各詩の 表題 にshirやIniZmor

の よ うな 特 別な語 が 用 い られて い る。 ユ ダヤの礼拝 式用の 中では 詩篇 をSeferTehillim

ミ謎 美の歌の本
ミ と呼ば れて いた。 この通 俗II勺な 名称が よ く 詩篇 の 目的を 示 してい る。

Tehillahは 讃美の 歌を意味 す るhalle1即 ち ミ讃美 す 臥 か ら出来 た語で あ り,ヘ ブルの

宗 教で は しば しば使用 されて い る。

各詩 は内容 と形 式 において異 って い るものが あって も,す べて の詩が もって い る共通点

は礼拝 式用の叙 情詩的宗 教 歌であ る。 詩篇が 現在 の形態を とる迄 には,い ろ いろな発 展の

段 階を通 って きた。 しか し,編 さん の最 終 目的は不 変で あった。

不思議 な ことに,tehillahは 第145篇 の副題 と して 全篇 中ただ 一度だ け しか使 用 され て

い ない。 ミ讃美の 歌ヤ の語 は 多分 その他 の詩か ら省 略 され た のか も知れ な い。Moultonの

訳 には一般 に これ らの表題が 記 され てい ない。

Tefillahは 祈 りを表 わす語 で,第17篇 第90篇,第102篇 と第142篇 の頭,{}:に見 られ る。

頭書 の語が ミ哀ll拠 の形 式を示 す場合 もあ る。 第72篇20節 の如 く感謝 の祈 りを 含む時 もあ

る。

Moffatはtefillahを 第90篇 と第102篇 には ミ祈 り迦 と訳 し,第142篇 で は ミ祈 りの叙情

詩ヤ と訳 してい る。

頭f':F-1のMizmorは,語 源はZmrで 楽 器に よ り伴奏 され る歌の意で,:卜 拍J'や リズム楽

器の伴 奏で歌われ る舞踊 の歌 とは別 に単 独で 演奏 され るものであ る。 よ く使 用 され る伴 奏

楽 器は絃楽 器 のnebelで,ギ リシヤ語 のpsalterion,ラ テ ンのpsalterium,英 語 のpsaltcry

で,詩 篇をpsalterと 呼ぶ の もこの故で あ る。

Mizmorは 英語 聖 註}:ではpsalm,Wycliffe訳 ではSalm,Moffat訳 で はsongと な って

い る。

次 に副題 のshirが あ る。ギ リシヤ語 のasmaode,ラ テン語 のcanticum又 はhylnnus

で ミ歌ミを意 味す る。 これが詩篇 の初期 の 名称 であ った と考え られ る。 喜び の折 りに歌わ

れ る叙 情詩 であ った。 特 に,レ ビ人 の聖 歌隊 によ って演 奏 され る歌 に 与え られ た 名称 であ

った。

一21一



MUSICINANCIENTISRAELよ り詩 篇 歌 につ いて

shirはmizmorと 一緒 に使用 され る事が多 い。 第46篇 に又少 し変形 して第18篇 に現 わ

れて い る。 この ラテ ン訳 はCanticumPsalmi又 はPsalmuscanticiで 激 われ る歌ミ で

あ る。

Midrashの 訳 に よる とmizmorは 楽 器に よ り伴 奏 され る詩篤で,shir合 唱の グルー プ

だ けで歌われ る。他 の処で はshirは 俗 歌を 歌 うの に用 い られ る。Zmrの 語 源は ア ツ リシ

アで ミ歌 う,又 楽器 を演奏す るミ意 味で あ る。shirは 聖書 の中で儀 式 と一・般 に宗教 の 歌に

用 い られ た。

第120篇 か ら第134篇 まで の15篇 にshireha-ma(alotが 副 題 と して現われ て い る。VUL-

GATEとJEROMEの 訳 は共 に英 語 の"SongsofDegrees"で あ る。 歴史 家 ヨセ ファス

は,エ ル サ レム神殿 の婦人 の庭か らイス ラエル人 の庭 まで15段 の階段が あ った と記 してい

る。最 古 の ラビの伝 説 によ ると,こ の15の 階段 は,こ の15の 聖歌 に関係が あ ると してい

る。

教 父達 の意 見 によ ると,15の 聖 歌が あ るよ うに,忠 実 な者 は この15の 階段 を通 って讃美

しなが ら神 に登 る ことが 出来 た。 これ らに対 し,い ろいろの説 があ るが これ は,地 理 的 に

高台 にあ る神殿 の建 て られ てい たエル サ レムへ三 大節 に上 って くる巡礼 の歌で あった。

PHILOに よ ると,初 な りの果物 を捧げ る祭 はいつ も喜びの祭 であ り,農 夫 達 は広場 に

集合 し,歌 いつつ,又 パ イプを吹 きなが らシオ ンへ進ん で行 った。行 列が 神殿 に着 くと レ

ビが 詩篇 の第30篇 を歌 った。

THIRTLEの 説 によ ると王 ヒゼ キ アの治世 におけ るア ツシ リアの侵 入,王 の重病 の癒 さ

れた ことなどか ら作 られ た もの等 が あ るが,信 じ られ る説 は,こ れ らが少 くとも8世 紀 に

わた って作 られた ことで あ る。LUTHERの 訳 で は ミこの詩篇は高 い所か,多 数 の歌手 の

群 によ って 歌われ る聖 歌 とあ る。

更 に,GESENIUSやDEWETTEに よ るとこの語 は詩 の特別 な形 式 や リズムを示 し各

節 の終 りが,次 節 の最 初 に持 越 され次 節 の出発点 とな る。

詩篇第32,第42,第44,第45,第52～55,第74,第78,第88,第89,第142篇 の13篇 の

maskilは,七 十二 人訳 のsynese6s或 はeissynsinミ 指 図 に従 ってミVALGATEはin-

tellectus,或 はiTrtelligentia,JEROMEのeruditioで タルガ ムはSeklatobaミ よい洞察

力。 と訳 して い る。 この語 は 多分動 詞sakalミ 洞察力 を持つ聖 或 は 築理 解 力ミ の意。

GESENIUSは,最 初,ミ ー ターを 変え る 蔓説 教風ミ の詩 と考えて い る。 第45篇 にはmaskil

の他 に ミ愛 の歌。第142篇 には 美祈 り。 この二 つの歌 は ミ説 教風 の詩ミ で はな い。 しか

し,語 源 はsakalがhaski1と な り 築教え るミ か ら来 た のであ る。

ROSENMULLERは この語 を詩 の特別 な形 式 と し,LUTHERは 蔓教 訓ミDELITZSCH

は 築めい想ミ として い る。 これ ら諸 説の 共通 点 は,こ の13篇 は熟 慮 の下,教 訓 を与え る姿

勢で各 節 の芸 術的構造 を示 す韻律 に従 った形 式で書 かれ た もので あ る。

第45篇 の2～5節 は詩 の作者 と歌手 とは共に予言 者的霊 感 によ って作 られ,歌 われ るこ

とを表 わす。MOWINCKELはmask11の 意 は特 別な洞察 と理解 力を も って,楽 器 によ り

演奏 され る もの と説 いて い る。

で は,詩 篇150篇 の中か ら何 故13篇 だ けがmaskilと されて い るか。 結 論は,こ れ らの

聖 歌は第45篇 と長 文の第78篇 以外 は悔 罪 の歌で あ る。

詩篇 第16,第56,第57,第58,第59と 第60の6篇 のmiktanは 語源学 的 にはヘ ブル語 の

katab或 はkatamで ミ聖 出ミ 蔓詩ミ ミ格言ミ の意味 で あ る。
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LUTHERの 訳 は 藁宝石曽 で ある。1記 の6篇 は哀 歌の性質 を持 ち,哀 願 の種 類を示す

もの とされ てい る。

miktamに ついてHENGSTENBERGは 疑秘密ミ とし,ALEXANDERは 築霊 的な重

要 さミ と し,さ らにPOSENMULLERな どは,書 十の誤で語 のbがmに な った と・ イザ

ヤ書38章 の9節 を 引いて論 じて い る。 すな わち ミ聖書ミ'.(1ミ ミ駄 で あ ると・LANG-

DONはmiktamは 楽器で,バ ビロニア語 のnaktalnuよ りの 転化で タンブ リンや シンバ

ルの ような 打楽 器の意 と 解 して い る。 彼の論説 の初期 の文 にshushanは プ リユ ー ト・

miktanは 管楽 器で あると記 して いる。 聖書 の フランス語 訳に 力をつ くしたL・SEGOND

は この語 を讃 歌 と訳 してい る。MOWINCKELは 瀬 罪 の詩、 とな し,VULGATEに よ

ると ミ借 物の旋律、 を意味す るとい う。 ア ツシ リアの 出土に よる石 板に よると,各 旋律 に

は,聖 歌や俗歌 を含むい くつか の讃歌が あった事が 明 らか にな った。一 般的,miktamは

・若者達 に教訓 を与え教え るために
.と い う意 味であ ると訳 され又Moffatの ように ミ朗

唱ミ とす る者 もあ る。

詩篇第38と 第70篇 のle-hazkirは 記念 と して,作 者が神 に よって記 憶 された い願 いを表

わ してい る。Targumは,犠 牲 を捧げ る時 に粉 と油 をそそ く・こ とであ るとし旧約 聖書 レビ

記2章 の2,9,16節 のaskaraの 儀式 の一部だ と考 え られ る。72人 訳 によ ると詩篇第38

篇 は毎 日歌われ るもので な く安息 日に歌 われ るもの,又Wycliffeは¥)息 日を記念 してヤ

と訳 して い る。

最後 に詩篇第7篇 の副題 のshiggayonが あ る。 初期のギ リシヤ とラテン訳 は ミ誤ミ過

失ミ と訳 し,MIDRASHは ダ ビデ王 の ミ誤 、を指 してい る。語 源的には ミ述 うヤ の意で韻

律 や旋 律の異 った聖歌で ある と説 く者 もあ る。

詩篇 は原 則的 に一一定 の韻 律 によって有節型で歌 われた。DEWETTEやKOSENMUL-

LER等 は 築哀調ヤ の歌,又HENGSTENBERGは ミ迷 いの 歌ミ と してい る・IiOUBIG-

ANTは 数声 部を 持 つ歌 で あ るとして い るが,こ れは 音 楽の発 展に 逆行 す る説で ある。

PARKHURSTに よると ダビデが敵 の手を逃れて さ迷 って いた時の 歌で あ るとい い,E・

DELITZSCHは ミよろめ き歩 く歌ミ と説 明 してい る。

明 白な ことは,こ の詩が 初 めか ら終 りまで 正義の 神に 信頼 し,敵 の 手よ りダビデが 救い

出され た感謝を表 わ してい る ことであ る。語 源的に見てGESENIUSは ミ急速 に変化す る

リズムを伴 った野生的な感情 ミを表わす もの として い る。

音 楽 演 奏 用 語

西洋音楽の記譜法が まだ出来ていなかった時代に記 された詩篇の これ らの音楽用語は実

に大切な役目を果 している。 これらの用語は詩篇の研究者に重大な意味をもたらすもので

あるが第90篇 か ら第150篇 までの間には何も記されていない事は,一 巻,二 巻,三 巻の編

さん後第4巻 が追加 されたのであるためか大きな問題を投げかけている。音楽用語の中に

も理解に困難なものもあり,72人 訳にも,そ の意味不明のためヘブル語の発音そのままに

しているものもある。又,初 代教父達 もこの例に倣ったようである。

音楽用語や記号が不明であったので,レ ビ人達は相当に困惑 し,詩 篇音楽の助長のため

種々案出することを余儀な くされた。又,か れ らはレビの歌手と職業音楽家が知らなけれ

ばならないものを発明したのであった。

神殿音楽の最初にレビ人音楽家の 音楽長専1}jのスコアーが存在したはずである。聖歌隊
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長が練 習用 に使 用 した合 唱譜の よ うな ものがな ければ な らな い。 しか し,今 日の西洋音 楽

の様 式 とは別の もので あっただ ろ う。 この ス コアー には旋律 や伴 奏楽 器が指定 され 又必 要

な他 の演奏様 式 の こと も指 定 され て い る。 この用語 が 記 入 され る 場 所 は 聖歌 の初 めで あ

る。 これ は聖歌 の内容 に関す る ものでは な く音楽 の演奏様 式 を指 すだ けで ある。

ここで重要 な詩篇解 釈が起 って くる。各 聖歌 の頭 に記 されて い る語 につ いてで あ る。ギ

リシヤ,ラ テン,ヘ ブルの テキ ス トに よると聖歌の 詞は章 も節 もな く,詞 と詞の 間は休止

な く続 け られた。

THIRTLEの 研 究 に よれば 聖歌 の頭 に書かれ てい る これ らの語 は,そ の後 に書か れて い

る聖歌だ けで はな く,そ の前 の聖歌 に も適用 され るとい う発見 を した。彼 は典 型 的な二 つ

の例 と して 旧約 聖書 ハバ ク ク書3章 とイザ ヤ書38章10～20節 を 引用 して い る。

ハ バ クク書 の方は ミシギ ョノテの調べ によ る,予 言者バ バ ククの祈 り、で 始 ま り ミこれ

を琴 に合 わせ,聖 歌隊 の指揮 者 によ って歌わ せ る、 で終 って い る。

詩篇150篇 の中55篇 にla-menazzeah指 示が 記 され,こ の中52篇 は一巻か ら三巻 まで に,

四巻 には 全 く見 当 らず,五 巻 に3度(第109,第139,第140篇)現 われ てい る。 この語 は

音楽 を指導す るた め選 出され た歌手,又 聖歌隊 を指導 し得 る勝れ た音楽知 識を身 につ けた

芸 術 家の意で あ る。 そ して彼 は聖歌 の何 節かを独 唱す る ことも一 任 され て いた。 歴代志 の

記者 は,ダ ビデ音楽組 織の最初 の歌 唱長はChenaniahで あった と記 してい る。

ミケナニヤ は レビ人の楽長 で
,音 楽 に通 じていた ので,こ れ を指 揮 したヤ

(歴 代志 上15章22節)

後 に,歌 唱の指導 者 と してMatthaniahとJezrahiahが 現 われて い る。la-menaz?eahは

独 唱 され るか,一 部分独 唱 され る聖歌 の頭 に記 された もので,そ の他 の ものは皆 な聖歌隊

だ けで歌 われた もので あ る。

古代 イス ラエルの詩篇 唱法 と今 日の声楽 カ ン タタの間に著 しい類似 が あ る。 聖歌 の ある

もの は全 部独 唱者 に よって 歌 われ るか,又 は 聖歌隊 の 交 唱に よる もので あ る。 頭 にla-

menazzeahの な い ものは 全部 聖歌隊 に よって 歌 われ た もので あ る。 本文 の中の 主格語が

ミ私
ミ にな り又 ミ私 たち磯 とあ るの は明か に先 唱者 の独唱 と,会 衆 一 同との交唱(聖 歌隊

を 含め て)で あ った 嘱を示す。

詩篇 第5篇 は 独ri昌と聖歌隊 合唱の二 つに分 け られ た見 本で あ る。2か ら4節 に作者 は一

人称で 語 り,5か ら7節 の 問で三人称 とな り8と9節 で一人 称,10と11節 は三人 称で あ

る。 そ して終 りは独 唱 と合 唱で あ る。

詩篇 第9篇 で は16節 と17節 の間 に作者はHiggayonselahと 記 して い る。 これ は音楽休

止の意 で ある。20節 の終 りのSelahは 後奏 に匹敵す る語で あ る。 詩篇第13篇 と第54篇 は

独唱用 で,第59篇 は カ ン タタとの類似 を示 して いる。

nazzahは ミ輝 く、 の意で あ り,い つの世 に も,聖 音楽 であれ俗 音楽で あれ独 唱者或 は

独奏者 は 自分 の芸 術 的腕 前を最高 に鑑 賞 して ほ しい とい う気持 には変 りはな い。 詩 篇150

篇の 中か ら55篇 だ けにla-menzzeahが 記 されて い るのは,こ れ らの詩篇 を歌 い演 奏す る巨

匠達 の希Lljに よるのか も知れ な い。 聖 、量}:のAuthorizdVersionとHarkavyで は この語 を

ミ肖楽 長 に
ミAmericanVersionで は ミ音楽 長のた めにミJewishVersionで は ミ指 導者 の

た めにミRevisedStandardVersionで は ミ聖歌隊 長 にミ と訳 して い る。

聖 歌の頭 に記 され て い る今一つ の音楽用 語 にneginahが あ る。詩 篇第4,第6,第54,

第55,策61,第67,第76篇 に記 されて い る(訳 者 註=f=f本 語の 聖 書:には訳 出 されて いな
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い。)こ の語 はヘ ブル語 のnaggenミ 絃 に触れ るミ の意で,第71篇22節 では ミ楽 器の伴奏 で

歌 うミ(聖 書訳e立 琴 を もってほめ たたえ ます)

この語 の複数 形のneginotは 絃楽 器 族を表 わす もので,ハ ー プの演奏者 はmenaggen

(詩篇 第68篇26節)と 呼ばれ る。neginahは 気絃 楽器 の伴奏 に よる{拠 とな る。後 の時 代

には強音,弱 音 の印 の全般の組 織を現 わす もの とな る。

女性 歌手の 記 されて い るの は歴 代志 下35章25節,エ ズラ記2ρ1亡65節,ネ ヘ ミヤ記7章67

節,伝 道 の書2章8節 で ある。 女性 歌手が公 的 に聖 な る儀式 に属 したのか,た だ の俗 世界

の専門 歌手で あ った のか 明確で ない。 しか し,純 粋 な儀式 において は女性 の参加は禁 じら

れ,特 にエ ホバ礼 拝 には音楽 の奉 仕 は男性の みに限 られ ていた。 イス ラエル人 の宗教 的習

慣 に よ ると神殿 の儀 式に婦人 の参加 は殆ん ど不可欠 の ようで あ る。 大祭 日毎 に諸国か ら上

って くる巡礼達 の世話,祭 の後の祝宴 の歌 と踊 り等 にな くて はな らない人材 で あった。 詩

篇 第68篇26節(日 本語 聖 書は25節)にH∫1ら か に 記 されて い る。(a1(alamotは 周知 の歌 の

題 名,又 は,楽 器名 と訳 され てい る所 もあ るが,こ の語 は女 声 の音 域を示す もので あ る。

ソプ ラノを 意味 し,第46篇 の頭 に ミ女声 コー ラス に よ り 歌 われ るヤ との指 示が あ る。

THIRTLEに よ ると この指示 は第45篇 ミ愛 の歌ヤ のため の指 示で あ り,こ の歌 は女 声で歌

われ るのに最 も適 して い る。

後年,儀 式 にお け る女声 の参加は禁 止され,神 殿 再建 後 は男声 のみ によ って歌 われた。

セム族 の高音,低 音 は振動数(訳 者 註=現 在 の国際高度 は435hz,演 奏高 度 は440hz)

では な く,歌 声 の起伏 で あった。

当時 の伴奏楽 器で 大 きい管 と長 い絃 は高 い音,小 さい管 と短か い絃 は低 い音 を出す。ギ

リシヤの キ タラの最 も長い絃 はhypateと 呼 ばれ最高 の音を 出 し,絃 の長 さが短か くな る

と高 さが 低 くな る。(西 洋音楽 用語 とは 正反対)

ヘ ブルの文 法学者 も母音uとoを 高 音,a,eとiを 低音 として い る。 ヘ ブル人 の考 え

では(alamotは 単 に女 声 のよ うに高 い声 の ことで,実 際に高 い,低 いに余 り関係を もた

なか った よ うで あ る。 この語 の反対 がsheminitで 男 声の よ うな性質 の声 の こと。

結 論 として(alamotは 女 声,sheminitは 男声で,通 常同一旋律 を八 度の 開きで斉 唱 さ

れた もので あ る。

(al(alamotに 似た語 で(alha ・sheminitが あ る。 °の上 にヤ 軽8絃 に よってミ又英

訳 は ミ低音 に調絃 され たハ ー プミ と訳 され,又 ハー プのオ ク ター ブに よる勝利 の歌 と訳 さ

れ て い る。 多 くの注解者 は この語が8絃 楽器 を意味 す ると して い る。kinnorは10絃,nebe1

は12絃 の立琴 であ るが,同 じ8絃 で形 が 大き くよ り低 い音 を 出す楽 器が あ ったか も知れ な

い。 しか し,EDWALDとOLSHAUSENはsheminitは 調 の指示 であ り,GESENIUS

とDELITZSCHと は人声 のバ スを示す語 としてい る。 ヘ ブル の音 楽記 号が不 明のた め音

程 について,西 洋音 階の7音 々階が 使用 され て いたか知 る 由もないが男声 と女声 の オ クタ

ーブ斉 唱が な されて いた よ うで あ る。 ギ リシヤ 楽器のmagadisは20絃 であ ったが2本 つ

つ 同k -1を出すので音 階 音は10で あ る。 ヘブル 人はギ リシヤの音楽 要素 を極 端 に嫌 って い

た。歴 代志 の記者 に よるとnebalimは 高 高で よ く旋律 を導 き,大 形 のkinnorotは8度 低

く同一旋律 を奏 した。TlilRTLEは この語が 男声 合唱 を意味す るとしなが らも,又 第8

の 日,即 ち,民 数 記29章35節 を 引用 し聖 な る集会 の 日を示す もの として い る。

詩篇 第53と 第88篇 の頭 に(almahalatと あ るが,そ の意 味が 不明 のため各 々の釈者 は

発音 を その ままに残 して い る。THIRTLEに よる と,こ れ は 第52篇 と第87篇 の後に記 され
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た音楽 記号 の一部で楽長 に与え られ る ものとしてい る。ヘ ブル語で,こ れ は ミ病気ミ の意

で,作 者 の病 中に書かれた もの とも考え られ る。 しか し,ヘ ブル語 のmaholが 舞 踊の意

であるところか らJEROME等 は'°'_:の たδ6ミ或は 穀繰返 しを もつ短か い歌の意であ

るヤ として いる。

舞踊 の背景 音楽 としての歌は7旧 約聖書出 エジプ ト記15章20節,32章18と19節,サ ムエ

ル記上18章6と7節 等 に記 され,聖 なる舞踊のための歌は数多 く見 出され る。又,こ の語

は動作 に関係 あるもの或は大声で さけぶ こと などと訳 されて いる。MOWINCKELは ミ病

気 に対 して、又 藁病気に勝 ってミ と訳 してい る。RASH訳 の ミ管楽器 による伴奏§ は第

53篇 にも第88篇 に も応用 され,前 者 は物悲 し く,後 者 はよろこんで奏す るとある。

この語の英訳 はSEPTUAGINTやVULGATEに な らいヘ ブル語 の発 音を とっている

がMoffatは ミ苦 しみ の曲にあわせ てヤ と書いてい る。

詩篇第45篇 は古代 イスラエルの結婚式の歌で ある。

頭に書かれて いる語で訳不明のものは

第9篇 の(almutlabben

第22篇 の(aPayyeletha.shahar 　

第45篇,第69篇,第80篇 の(alshoshannim

第60篇 の(alshushan(eduit

第56篇 の(alYonat)elemrehokim

第57篇,第58篇,第59篇,第75篇 の(altashhet
　

で,こ れ等は詩の最初 の言か,当 時,流 行 していた通俗曲の名称 であったか も知れない。

詩篇第9篇 の(almutlabbenは ミ子供 の死について腎 他に諸説があ り,LUTHERは

ミ美 わ しい青年の
ヤ と訳 した。 このa1・mutは 第48篇 の終に も現 われ ミ不死ミ 築不滅ヤ と

訳 されている。

英訳にはMoultonやHarkavyの ミ死に到 るまで着 ユダヤ駅の ミ永遠 にミMoffatの

ミ永久の
。等があ る。GESENIUSは 第9篇 の(almutは ミ少女のよ うに。又は ミ少女 の

声域 に合わせてミ といい又他 の所で,こ の語は高音を発す る楽器,即 ち管楽器 の一種であ

るとしている。THIRTLEはbenは 正確にはbeynで 疑選手 の死についてミで ダビデが

勝 利を記念 して歌 った語で あるとしている。 この場合,第8篇 に付属す るものと して。

↓
6
ー糸 ムニ

ご

詩篇各篇の頭 に示 されてい る用語 の解釈は この2千 年間の研究の断面であ る。以上 のよ

うに正反対 の諸説 も散見す るが,大 切な ことは これ らの語が,各 詩 の制作当時,こ れを奏

す る音楽家にどのように理解 されたかであ る。忘れてな らないことは,こ れ らの語が音楽

家によ って音楽家のため書:かれた事である。

古代イス ラエルの聖 酔楽 の分野で最 も必 要なものは

1.聖 教隊指揮者が使用 した ミ総譜ミ

2.正 確な演奏 のため次の世代 に残す記録で あ る。

この音楽的指示 を書 き込む最 も適当な場所は詩篇 の頭か後尾の所で ある。

(1)Tehillab,詩 篇の礼拝 式の名称であ るこの語 は全篇中1回 だ け。

(2)Tefillahは 式fllの祈 りを示す。

(3)mizmorは 先唱者か聖歌隊 によって歌われ る。
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(4)shierは 讃 美 の 歌,聖 歌 隊 だ け で 。

(5)shirha・ma(alotは エ ル サ レ ム へ 上 る 巡 礼 者 に よ っ て 歌 わ れ る 。

(6)shiryedidotミ 愛 の 歌 ミ 結 婚 式 用 。

(7)shirhanukkatha-bayitは 神 殿 の 献 堂 式 用 。
　

(8)maskilは 特 別 の 讃 美 で 独 唱 者 と 聖 歌 隊 に よ り 演 奏 さ れ る 。

(9)miktam俗 曲 の 中 か ら 聖 詩 用 に 選 ば れ た も の 。

(10)Le-lammedは 青 少 年 達 へ 教 え る 歌 。

(11)Le・haskilは 犠 牲 の 捧 げ 物 を 献 げ る 式 用 。

(12)shiggayonは 悔 罪 の 歌 。

(13)La.menazzeah
　 　

ミ聖歌隊指揮 者 のため
ミ 聖歌隊 と共 に,又,単 独 の ソロ。 全詩 篇中55篇 に この語 が記 さ

れ てい る。

(14)(al.neginotとbineginot絃 楽 器伴 奏の指示Q全 詩篇 中8篇 に この語が 記 され てい

る。

(15)(alha-gittit絃 楽 器の ための語で,特 に,幕 屋の 祝典 に 歌われ るものの伴奏。3篇

が これ を 含む。

(16)(al(alamotは 高1㍗の楽 器を もって 歌を伴 奏す る こと。 女声 又は少 年聖 歌隊 に よっ

て 歌われ る,1篇 が これ を 含む、,

(17)(alha-shemiilitは 大形 の低 音楽 器での伴 奏,男 声 聖歌隊川。2篇 が これ を 含む。

(18)(almahalatは 管楽 器伴 奏で勝 利の舞踊 のため。2篇 が これを 含む。
　

(19)'Elha-nehilotは 木 管 楽 汁1÷伴 奏 で 約 束 の 地 をIll領 し た 記 念 と し て 。1篇 が こ れ を 含
o

む,、

(20)(alIllUtlabben,

gal'ayyeietha-shahar

●
galshoshannim

(alshushan(edut

galyonat'eletnrehokittl

●
'al

-tashhet
　

は詩篇 に曲を提供 した 当時 の流 行歌の 名で あ って,こ の中の6が1工 篇 の表 題 に記 されて い

る。

SELAHに つ い て

詩 篇 中 の い か な る 他 の 用 語 以 一ヒに こ の 語 は 多 く の 学 者 の 想 像 を か き 、7:てた 。 全 詩 篇 の 中

に71回 現 わ れ て い る 。 第 一 巻 に は9篇(3,4,7,9,20,21,24,32,39篇),第 二

巻1こ1ま16完rll(44,46,47,48,49,50,52,54,57,59,60,61,62,66,67,68升 許D,

第 三巻 に は11篇(75,76,77,81,82,83,84,85,87,88,89篇),第 四 巻 に は な く,

第 五 巻 に は2篇(140,143篇)。 こ の/,-r,=にla-menazzeahが つ け 加 え ら れ て い る 。
コ コ

この語 の 各 腫の 訳 の 中で72人 訳 では ミ歌唱 中の休[壌,ミ 楽 器の間 奏曲ミ と1妻乏し,

IIIPPC)LYTUSはselahを リズム旋律の変fヒを示す 語 と してい るQMishnahは 別 の解 釈

を ドし,当III,詩 篇 は数 個の節 に 分かれて 歌われ,そ の川 に トロンペ ッ トの演奏が あ り
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selahは この間 を表わす もの とす る。

近代 の解釈 ではJAHNの 如 きはselahは 今 日のdacapo(曲 の初 め よ りの繰返 し)

PFEIFFERやROSENMULLERは 歌 手の休 ⊥i二で,こ の 間楽 器 のみの演奏 が ある と訳 し

て いる。GESENIUSやHENGSTENBERG等 は,こ の語 か動 詞shalaか ら来 た もの と し

瀞 しゆ くミ 激 唱 の休1」ニミ と して い る。EWALDとDEWETTEに よ ると,こ の語

は楽 器 の クレ ッセ ン ドを意味す る。 又,selahは ミ立 ち上 るミを意 味 し,演 奏者 に ㍉強

くミ ミア クセ ン トをつ けてミ を指図す る語 と して いる。HERDERは テンポの変 化 と他 の

メロデ ィーへ の移行 だ と訳 した。selahは 第3,第9,第24,第26の4篇 以外は いつ も本

文 の中に あ る。72人 訳 によ ると第9篇 と第10篇 は一 つの もので,こ の意味か らは 詩の後尾

につけ られ た ものでは ない。儀 式巾で はselahは,し ば しば或 る詩 の最後 に置かれ楽 器 の

後奏 を意味す る こともあ る。 楽 器に よる前奏は 古代 イス ラエルに も聖 出:にも知 られ てい な

い。

学者 達 の研 究 によ るとselahは 各 篇 の有節形 式の表示 で あ ると して い る。 この語 に よる

詩本 文の分 割は甚 だ不規 則で推測 す る ことは 出来な い。 時 と して,こ の語が劇 的 な旬 を も

た らせそ の詩の終 りとな る こともあ る。

ユ ダヤ教法 典 の伝 統 によ ると

築ベ ン ・アル ザが シ ンバル を鳴 らす とレビ人 は 歌い
,歌 が 休止 に達 す る と トランペ ッ

トが吹か れ 人々は平 伏す るミ。

KIMHI訳 は,こ の語 が動 詞sala1か ら来 た もの と し ㍉1き 上 げ る、 夷新 し く始 め る逼 と

記 して い る。 又,絃 楽器 をやわ らか く奏 してい た楽 人達が こ こで トランペ ッ トや打楽 器を

使 用 して力強 く演奏す る。 この楽器 のみ によ る強奏 の間,声 が1.T`,`.IL一す る。

儀 式には声 楽が 重要な 部分 を 占め るが,長 時 間にわ た る演奏 には人声 も限界 に来 るので

回復 のため休 【ヒが必 要で あ った。

ア ッシ リア語のzallaか らの転 化 とす る人達 は,こ の語を 築祈 りミ と訳 す るが,ユ ダヤ
　

の厳 しい式典 の中に 準備 な しの祈 りのそ う入は 詐 され ない。

STAINERの 説 に よる と

ミselahは 問奏 曲で
,節 の分 かれ 目で楽 器を伴 う美 しい メロデ ィに よ り詩 の効 果 を高

あ る。 今 日の描写音 楽 の類 で あ るミ。

selahに 関 しての興 味あ る研 究 の中で,こ の語が 訳に よ って 全 く現われ てい ない ものの

あ るのは,聖 歌隊 の練習 用に使 用 され た テキス トには記入 されたが,一 一般 用の テキ ス トに

は記 入され て いない。故 に,そ れ は誤 記で も誤訳で もな い。 しか し,真 意 の難 訳で ある こ

とは英訳 の聖書 のどれ を見て も(訳 者註 一 日本語 訳 も同 じ)た だ発 砕だ けが 記 入 されて い

て 意味は不 明で あ る。

HIGGAYONに つ い て

この語 も前述 のsalahに 深い 関連を もつ。 この語がselahの す ぐ後に現わ れ る時 は72人

訳 とSYMMACIIOSの ミ間奏 の歌モAQUILAとTI-IEODOTION訳 の 築永遠 の歌ミ

JEROMEの ミ永 久の 響。 とな る。 語 源的 には ミハー プの元気 よい音 。で,音 楽 的 には荘

厳な音 色を もつ楽 器 に よる伴 奏で あ る。 これ とは 別に 動詞 に 使 用 され る時 は ミめ い想す

る、 の意 もあ る。

詩 篇中 にhiggayonがselahと と もに現われ て いるのは 明か に¥/_楽 的指 示 と 疹え られ
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る。 ある学 者 はHiggayonselahが 完 全 な語 形でselahは そ の省 略形で あ ると説 き,又,

Higgayonもselahも 各 同 じ意味 であ る と説明 してい る。

THOLUCKやHENGSTENBERGは,そ の語で 歌手が,歌 を1ヒめて黙想す ると記 して

い る。

GLASERは 反対 にselahは 詩 の節 の終 りに打楽 器の演 奏が始 ま る印 と して いる。 この

説 の資料 は 旧約 聖書 中の歴代志 上15章16節 で あ る(ダ ビデは また レビび との長た ちに,そ

の兄弟 た ちを選んで歌 うた う者 とな し,、iと 琴 と シンバ ルな どの楽 器を打 ちはや し,蒔

び の声 を あげ ることを命 じた。)

MOWINCKELに よ ると,そ れ は聖歌隊 の歌声が 休⊥Lし,会 衆の 築さけび声ミが 入 る所

と して いる。 会 衆の声 は ミアー メンミ ミハ レルヤミ等で あ った。

=訳 者 追 記=

今日,西 洋音楽で使用 されている音符 も譜表 もない時代の音楽の研究には非常な時間と

語学力と忍耐力が要求 される。現在の演奏に用い られている強弱記 号,速 度標語,発 想標

語や奏法記号のどれに当てはまるのか確定せず実音 としての再製に取り組む ことは容易で

はない。詩篇が 井かれ,歌 われた土地は東洋の一・角である。エルサ レムに在る東洋考 占学

研究所は じめ先輩の研究結果を期待 したい。

聖書の地に学び,シ リア沙漠を東ヘペルシヤのペルセポ リスまで1万 キロの ドライブは

今 も尚,楽 しい記憶 として甦って くる。

この偉大な詩篇を占:いたヘブライの信仰 とその芸術にふれるrは 目毎の希望であり,カ

である。

/.'(」'
=」23篇 ダビデの 歌

}三は わた しの牧 者で あ って,

わた しには乏 しい ことが ない。

kは わた しを緑 の牧 場に 伏 させ,

い こいのみ ぎわに伴 われ る。

-kは わた しの魂 をい きか え らせ,

み 名のた めにわた しを 正 しい道 に導 かれ る。

た といわ た しは死の陰 の谷を歩む とも,

わ ざわいを 恐れ ませ ん。

あ なたが わた しと共 にお られ るか らで す。

あなた のむ ち と,あ なたの つえはわ た しを慰 め ます。

あなたはわ た しの 敵の 前で,わ た しの 前に宴を 設け,

わた しの こ うべ に油 をそ そが れ る。

わ た しの杯 は あふれ ます。

わ た しの生 きて い るかぎ りは

必ず恵 み といつ くしみ とが伴 うで しよ う。

わ た しは とこ しえに ドの宮 に 住む で しよ う。
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第46篇 聖 歌隊 の指 揮者に よって 女の声 の しらべ にあわせて うたわせ た コラの ゴ∴の歌

神 はわれ らの避 け所また カで ある。

悩 め る時 のい と近 き助けで ある。

このゆえに,た とい地は変 り,

山は海 の真 中に移 るとも,わ れ らは恐れ ない。

た といその水は鳴 りとどろき,

あわだ つ ともその さわぎに よって 山は震 え動 くとも,

われ らは恐れない。

一つの川が ある。

その流れ は神 の都 を 営:ばせ,

いと高 き者 の聖な るす まいを 膚二ばせ る。

神が その中にお られ るので,都 はゆ るがない

神は朝はや く,こ れ を助け られ る。

もろ もろの民は騒 ぎたち,も ろ もろ の国は揺れ動 く,

神が その声 を 出され ると地は溶 け る。

万r,の1こ はわれ らと共にお られ る。

ヤ コブの 神はわれ らの避 け所 であ る。

来て,主 のみ わざを見 よ,
'セは驚 くべ きことを地 に行われ た

。

1こは地 のはて まで戦をやめ させ,

弓を折 り,や りを断 ち,戦 唯を火 で焼かれ る。

静 まって,わ た しこそ神であ ることを知れ。

わた しは もろ もろの国民の うちにあが あ られ 全地に あがめ られ る。

万軍 の主 はわれ らと共にお られ る,

ヤ コブの 神はわれ らの避 け所で ある。

PSALMSfromMUSICINANCIENTISRAEL
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